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	申告日更新ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ


	本章は申告日を更新するためのﾚｺｰﾄﾞ形式を提供する。

	


ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 DN01 (入力)








ENU‑3

ﾚｺｰﾄﾞの識別子DN01は当該地区/通関地、通関申告者略号、申告番号、及び修正申告日に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の申告日更新ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ入力ﾚｺｰﾄﾞである。 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 DN02 (出力)








ENU‑4

ﾚｺｰﾄﾞの識別子DN02は当該地区/通関地、通関申告者略号、申告番号、修正申告日、合衆国税関国境警備局(CBP)の引渡し日、ﾒｯｾｰｼﾞｺｰﾄﾞ、及び説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の申告日更新ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ出力ﾚｺｰﾄﾞである。

申告日更新ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ
その申告日更新ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝは自動通商ｼｽﾃﾑ(ACS)利用者が、実際の申告日が合衆国税関国境警備局(CBP)の引渡し日以外の時に、申告日を修正できるようにする。CBPは通関概要提出の適切な時期を算出するためにその修正日を使用する。これによりきっと実際の申告日がCBPの（引渡し）日付と異なる場合の時宜を得ない提出による不必要な罰則事例の除去ができるだろう。
修正日が関税計算に影響を及ぼすことはない。もし、修正日が関税計算に影響を与えるなら、その納税申告全体を再送信するのは利用者の義務である。
もし、次の要件が満たされるなら、申告日更新ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝが使える：
· 当該申告がACSにﾌｧｲﾙされていなければならない。
· 当該申告は（指定）品目の即時引渡し（制度）により処理されなかった。
· 修正申告日は通常、当該申告に関する最新の輸出日に等しいかそれ以降とすべきである。しかしながら、申告日は輸出日より前とする。
· 修正申告日が現在の日付を超えてはならない。
· 通関概要がCBP受理状態になっていてはならない。
入力： ﾚｺｰﾄﾞの識別子 DN0lは必須の申告日更新ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ入力ﾚｺｰﾄﾞである。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はDNである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
出力 ：ﾚｺｰﾄﾞの識別子 DN02は必須の申告日更新ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ出力ﾚｺｰﾄﾞである。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はDSである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子DN01 (入力)
ﾚｺｰﾄﾞの識別子DN01は当該地区/通関地、通関申告者略号、申告番号、及び修正申告日に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の申告日更新ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 DN01 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置
（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に01に等しくなければならない。
	

	通関申告をする
地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	通関申告者略号
	3AN
	7‑9
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、通関申告者略号は申告番号の最初の3桁になる［相当する］。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の通関申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	通関申告に割当てられた番号。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅ(in CATAIR Appendices)を参照のこと。
	

	修正申告日
	6N
	19‑24
	M
	MMDDYY（月、日、年）形式での修正申告日。
	

	フィラー
	56X
	25‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子DN02 (出力)
ﾚｺｰﾄﾞの識別子DN02は当該地区/通関地、通関申告者略号、申告番号、修正申告日、CBPの引渡し日、ﾒｯｾｰｼﾞｺｰﾄﾞ、及び説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の申告日更新ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子DN02 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に02に等しくなければならない。
	

	通関申告をする

地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	通関申告者略号
	3AN
	7‑9
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、通関申告者略号は申告番号の最初の3桁になる［相当する］。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の通関申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	通関申告に割当てられた番号。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅ(in CATAIR Appendices)を参照のこと。
	

	修正申告日
	6N
	19‑24
	M
	MMDDYY（月、日、年）形式での修正申告日。
	

	CBPの引渡し日
	6N
	25‑30
	C
	もし、CBPの引渡し日がACSに記録されているなら、MMDDYY（月、日、年）形式でのその日付；そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ﾒｯｾｰｼﾞｺｰﾄﾞ
	3X
	31‑33
	M
	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを識別する略号。
	

	説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ
	30X
	34‑63
	M
	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞがあることを示す説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	1

	フィラー
	17X
	64‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注１」
有効な説明［叙述］的メッセージは次の通り：
· 通関申告がﾌｧｲﾙされていない－申告番号に対応するﾚｺｰﾄﾞが存在しない。
· 警告－修正申告日＜輸出日–修正申告日が最新の輸出日より前である。これは警告であって、ｴﾗｰではない。もし、その他全ての妥当性検証を［が］通過しているなら、そのﾃﾞｰﾀは受理される。
「注１」 - 続き
· 日付が無効/ない－日付がMMDDYY形式でないか又は日付がない。
· 修正申告日が現在の日付を超えている－修正申告日が現在の日付以降である。
· CBP受理状態の通関概要－通関概要は既に受理状態になっていて、それを更新できない。
· 通関申告が清算されている－通関申告が清算されてしまっていて、それを更新できない。
· 即時引渡し品について更新無効－通関申告が（指定）品目の即時引渡し(制度)で作成されていて、それを更新できない。
· 通関申告が取消されている－通関申告が取消されてしまっていて、それを更新できない。
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